
①実施区域について

1.「入谷」の地名を残すか1.「入谷」の地名を残すか

4.東西を付けるとして、それを頭に付けるか
  (「東入谷」)、後ろに付けるか(「入谷東」)
4.東西を付けるとして、それを頭に付けるか
  (「東入谷」)、後ろに付けるか(「入谷東」)

最終案の作成

3.「入谷」の地名を残すとした場合でも入谷に東西を付けるか3.「入谷」の地名を残すとした場合でも入谷に東西を付けるか

2.一部の地名を「谷戸山公園」とするか2.一部の地名を「谷戸山公園」とするか

②町割りについて ③町名について
・現在の入谷地区全体を実施区域とする。

⇒２回行われたアンケートは入谷地区全体を
　対象としていることもあり、実施区域につい
　ても入谷地区全体とする。

「入谷」を残していきたいとの委員からの意見と、アンケートの自由意見で「入谷」以外の地名が
あまり挙げられなかったことから、全員賛成で「入谷」の地名を残すこととする。

賛成多数で、アンケート結果のとおり、東西を後ろに付け、
「入谷東」「入谷西」とする。

・小田急線と幹線道路で大きく割り、その後、
　住居表示整備実施基準や現状に則して調整。

・小田急線を軸に東側を4つ、西側を5つ、合計9つ
  に丁目を分割する。

・小田急線より東側を「入谷東」、小田急線より
  西側を「入谷西」とする。

⇒検討会での町名における協議のポイント

1.「入谷」の地名を残すか
2.一部の地名を「谷戸山公園」とするか
3.「入谷」の地名を残すとした場合でも入谷に東西を付けるか
4.東西を付けるとして、それを頭に付けるか（「東入谷」）、
　後ろに付けるか（「入谷東」）

新しい地名として「谷戸山公園」を採用するかについて、アンケートでは下図のとおりの結果となり、
意見としては「公園をアピールできる」、「斬新ですばらしいアイデア」、「町名が長く、書きにく
い」、「公園内に住んでいる印象を与える」、「この先も絶対に公園のままであるとは言えない」、
「周りが入谷であるのに、ここだけ入谷でないとなると子どもが何か言われるのではないか」などの
意見が見られた。
そのなかでも、「谷戸山公園を採用する案が
大きく上回っているのは入谷4丁目で、他は
僅差か谷戸山公園を採用しない案が上回って
いることもあり、ここに住んでいる方の意見
を優先してよいのではないか」との意見を重
視し、賛成多数で谷戸山公園を採用しないこ
ととする。

５丁目だった入谷を９つに分割することから、下の例のとおり、「入谷」の町名を何も変えないまま
だと、一瞥しただけでは容易な判断が難しいが、例えば、東西を使用すれば、実施前と実施後の判断
は容易となる。このことから、小田急線で東西に分かれることもあり、全員賛成で町名に東西を付け
ることとする。

これらの協議をもとに、最終案を作成。
住居表示実施最終案については、「住居表示実施最終案」をご覧ください。

⇒ワークショップを重ね、ホームページやアンケート
  にも掲載済み。５丁目まである現在の入谷地区を9つ
  に分割する。

協議内容
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採用しない
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入谷地区全体
小田急線より東側
小田急線より西側
入谷３丁目(東)

入谷３丁目(西)

入谷４丁目

入谷１丁目
入谷２丁目

住所未定

※(東)(西)について
　小田急線を軸に東西に分けています。

入谷５丁目(東)

入谷５丁目(西)

採用する

「入谷」のまま

実施前（現在） 実施後

入谷３丁目１２３４番地の５　　→　 入谷一丁目1番２号

入谷４丁目１２３４番地の５　　→　 入谷三丁目1番２号

「東西」を使用する

実施前（現在） 実施後

入谷３丁目１２３４番地の５　　→　 入谷　一丁目1番２号

入谷４丁目１２３４番地の５　　→　 入谷　三丁目1番２号

東

東
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第9回及び第10回で協議された内容
座間市入谷地区住居表示検討会


